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裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
案
参
照
条
文

一

弁
護
士
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
五
号
）
（
抄
）

（
非
弁
護
士
の
法
律
事
務
の
取
扱
い
等
の
禁
止
）

第
七
十
二
条

弁
護
士
又
は
弁
護
士
法
人
で
な
い
者
は
、
報
酬
を
得
る
目
的
で
訴
訟
事
件
、
非
訟
事
件
及
び
審
査
請
求
、
異

議
申
立
て
、
再
審
査
請
求
等
行
政
庁
に
対
す
る
不
服
申
立
事
件
そ
の
他
一
般
の
法
律
事
件
に
関
し
て
鑑
定
、
代
理
、
仲
裁

若
し
く
は
和
解
そ
の
他
の
法
律
事
務
を
取
り
扱
い
、
又
は
こ
れ
ら
の
周
旋
を
す
る
こ
と
を
業
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

た
だ
し
、
こ
の
法
律
又
は
他
の
法
律
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
譲
り
受
け
た
権
利
の
実
行
を
業
と
す
る
こ
と
の
禁
止
）

第
七
十
三
条

何
人
も
、
他
人
の
権
利
を
譲
り
受
け
て
、
訴
訟
、
調
停
、
和
解
そ
の
他
の
手
段
に
よ
つ
て
、
そ
の
権
利
の
実

行
を
す
る
こ
と
を
業
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
非
弁
護
士
の
虚
偽
標
示
等
の
禁
止
）

第
七
十
四
条

弁
護
士
又
は
弁
護
士
法
人
で
な
い
者
は
、
弁
護
士
又
は
法
律
事
務
所
の
標
示
又
は
記
載
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

２

弁
護
士
又
は
弁
護
士
法
人
で
な
い
者
は
、
利
益
を
得
る
目
的
で
、
法
律
相
談
そ
の
他
法
律
事
務
を
取
り
扱
う
旨
の
標
示

又
は
記
載
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

３

弁
護
士
法
人
で
な
い
者
は
、
そ
の
名
称
中
に
弁
護
士
法
人
又
は
こ
れ
に
類
似
す
る
名
称
を
用
い
て
は
な
ら
な
い
。

（
虚
偽
登
録
等
の
罪
）

第
七
十
五
条

弁
護
士
と
な
る
資
格
を
有
し
な
い
者
が
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
に
そ
の
資
格
に
つ
き
虚
偽
の
申
告
を
し
て
、

弁
護
士
名
簿
に
登
録
を
さ
せ
た
と
き
は
、
二
年
以
下
の
懲
役
又
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

２

第
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
に
お
い
て
、
第
五
条
第
一
号
又
は
第
三
号
に
規
定
す
る
職
に
在
つ
た
期
間
、

同
条
第
二
号
に
規
定
す
る
職
務
に
従
事
し
た
期
間
及
び
同
号
の
職
務
の
内
容
そ
の
他
の
重
要
な
事
項
に
つ
き
虚
偽
の
申
請

を
し
て
、
法
務
大
臣
に
同
条
の
認
定
を
さ
せ
た
者
も
、
前
項
と
同
様
と
す
る
。
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３

前
二
項
の
罪
の
未
遂
は
、
罰
す
る
。

（
非
弁
護
士
と
の
提
携
等
の
罪
）

第
七
十
七
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
二
年
以
下
の
懲
役
又
は
三
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

一

第
二
十
七
条
（
第
三
十
条
の
二
十
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
違
反
し
た
者

二

第
二
十
八
条
（
第
三
十
条
の
二
十
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
違
反
し
た
者

三

第
七
十
二
条
の
規
定
に
違
反
し
た
者

四

第
七
十
三
条
の
規
定
に
違
反
し
た
者

（
虚
偽
標
示
等
の
罪
）

第
七
十
七
条
の
二

第
七
十
四
条
の
規
定
に
違
反
し
た
者
は
、
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
七
十
七
条
の
三

第
三
十
条
の
二
十
七
第
六
項
又
は
第
四
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
商
法
第
四
百
七
十
一
条
第

一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
同
項
に
規
定
す
る
帳
簿
等
に
同
項
に
規
定
す
る
電
子
公
告
調
査
に
関
し
法
務
省
令
で
定
め
る

も
の
を
記
載
せ
ず
、
若
し
く
は
記
録
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
記
載
若
し
く
は
記
録
を
し
、
又
は
当
該
帳
簿
等
を
保
存
し

な
か
つ
た
者
は
、
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

二

司
法
書
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
九
十
七
号
）
（
抄
）

（
業
務
）

第
三
条

司
法
書
士
は
、
こ
の
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
他
人
の
依
頼
を
受
け
て
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
行
う
こ
と

を
業
と
す
る
。

一
〜
五

（
略
）

六

簡
易
裁
判
所
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
手
続
に
つ
い
て
代
理
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
上
訴
の
提
起
、
再
審
及
び
強
制
執

行
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
代
理
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

イ

民
事
訴
訟
法
（
平
成
八
年
法
律
第
百
九
号
）
の
規
定
に
よ
る
手
続
（
ロ
に
規
定
す
る
手
続
及
び
訴
え
の
提
起
前
に
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お
け
る
証
拠
保
全
手
続
を
除
く
。
）
で
あ
つ
て
、
訴
訟
の
目
的
の
価
額
が
裁
判
所
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十

九
号
）
第
三
十
三
条
第
一
項
第
一
号
に
定
め
る
額
を
超
え
な
い
も
の

ロ

民
事
訴
訟
法
第
二
百
七
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
和
解
の
手
続
又
は
同
法
第
七
編
の
規
定
に
よ
る
支
払
督
促
の
手
続

で
あ
つ
て
、
請
求
の
目
的
の
価
額
が
裁
判
所
法
第
三
十
三
条
第
一
項
第
一
号
に
定
め
る
額
を
超
え
な
い
も
の

ハ

民
事
訴
訟
法
第
二
編
第
四
章
第
七
節
の
規
定
に
よ
る
訴
え
の
提
起
前
に
お
け
る
証
拠
保
全
手
続
又
は
民
事
保
全
法

（
平
成
元
年
法
律
第
九
十
一
号
）
の
規
定
に
よ
る
手
続
で
あ
つ
て
、
本
案
の
訴
訟
の
目
的
の
価
額
が
裁
判
所
法
第
三

十
三
条
第
一
項
第
一
号
に
定
め
る
額
を
超
え
な
い
も
の

ニ

民
事
調
停
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
二
号
）
の
規
定
に
よ
る
手
続
で
あ
つ
て
、
調
停
を
求
め
る
事
項

の
価
額
が
裁
判
所
法
第
三
十
三
条
第
一
項
第
一
号
に
定
め
る
額
を
超
え
な
い
も
の

七

民
事
に
関
す
る
紛
争
（
簡
易
裁
判
所
に
お
け
る
民
事
訴
訟
法
の
規
定
に
よ
る
訴
訟
手
続
の
対
象
と
な
る
も
の
に
限
る

。
）
で
あ
つ
て
紛
争
の
目
的
の
価
額
が
裁
判
所
法
第
三
十
三
条
第
一
項
第
一
号
に
定
め
る
額
を
超
え
な
い
も
の
に
つ
い

て
、
相
談
に
応
じ
、
又
は
裁
判
外
の
和
解
に
つ
い
て
代
理
す
る
こ
と
。

２

前
項
第
六
号
及
び
第
七
号
に
規
定
す
る
業
務
（
以
下
「
簡
裁
訴
訟
代
理
関
係
業
務
」
と
い
う
。
）
は
、
次
の
い
ず
れ
に

も
該
当
す
る
司
法
書
士
に
限
り
、
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

一

簡
裁
訴
訟
代
理
関
係
業
務
に
つ
い
て
法
務
省
令
で
定
め
る
法
人
が
実
施
す
る
研
修
で
あ
つ
て
法
務
大
臣
が
指
定
す
る

も
の
の
課
程
を
修
了
し
た
者
で
あ
る
こ
と
。

二

前
号
に
規
定
す
る
者
の
申
請
に
基
づ
き
法
務
大
臣
が
簡
裁
訴
訟
代
理
関
係
業
務
を
行
う
の
に
必
要
な
能
力
を
有
す
る

と
認
定
し
た
者
で
あ
る
こ
と
。

三

司
法
書
士
会
の
会
員
で
あ
る
こ
と
。

３
〜
５

（
略
）

６

第
二
項
に
規
定
す
る
司
法
書
士
は
、
民
事
訴
訟
法
第
五
十
四
条
第
一
項
本
文
（
民
事
保
全
法
第
七
条
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
一
項
第
六
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
手
続
に
お
け
る
訴
訟
代
理
人
と
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な
る
こ
と
が
で
き
る
。

７

第
二
項
に
規
定
す
る
司
法
書
士
で
あ
つ
て
第
一
項
第
六
号
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
手
続
に
お
い
て
訴
訟
代
理
人
に
な
つ
た

も
の
は
、
民
事
訴
訟
法
第
五
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
委
任
を
受
け
た
事
件
に
つ
い
て
、
強
制
執
行
に
関

す
る
訴
訟
行
為
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

８

司
法
書
士
は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
業
務
で
あ
つ
て
も
、
そ
の
業
務
を
行
う
こ
と
が
他
の
法
律
に
お
い
て
制
限
さ
れ
て

い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

三

裁
判
所
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
九
号
）
（
抄
）

第
三
十
三
条
（
裁
判
権
）

簡
易
裁
判
所
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
第
一
審
の
裁
判
権
を
有
す
る
。

一

訴
訟
の
目
的
の
価
額
が
百
四
十
万
円
を
超
え
な
い
請
求
（
行
政
事
件
訴
訟
に
係
る
請
求
を
除
く
。
）

二

（
略
）

②
・
③

（
略
）

四

民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
（
抄
）

第
六
条

一
種
又
ハ
数
種
ノ
営
業
ヲ
許
サ
レ
タ
ル
未
成
年
者
ハ
其
営
業
ニ
関
シ
テ
ハ
成
年
者
ト
同
一
ノ
能
力
ヲ
有
ス

②

（
略
）

第
九
条

成
年
被
後
見
人
ノ
法
律
行
為
ハ
之
ヲ
取
消
ス
コ
ト
ヲ
得
但
日
用
品
ノ
購
入
其
他
日
常
生
活
ニ
関
ス
ル
行
為
ニ
付
テ

ハ
此
限
ニ
在
ラ
ズ

第
十
二
条

被
保
佐
人
カ
左
ニ
掲
ケ
タ
ル
行
為
ヲ
為
ス
ニ
ハ
其
保
佐
人
ノ
同
意
ヲ
得
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
但
第
九
条
但
書
ニ
定
メ

タ
ル
行
為
ニ
付
テ
ハ
此
限
ニ
在
ラ
ズ

一

元
本
ヲ
領
収
シ
又
ハ
之
ヲ
利
用
ス
ル
コ
ト

二

借
財
又
ハ
保
証
ヲ
為
ス
コ
ト
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三

不
動
産
其
他
重
要
ナ
ル
財
産
ニ
関
ス
ル
権
利
ノ
得
喪
ヲ
目
的
ト
ス
ル
行
為
ヲ
為
ス
コ
ト

四

訴
訟
行
為
ヲ
為
ス
コ
ト

五

贈
与
、
和
解
又
ハ
仲
裁
合
意
ヲ
為
ス
コ
ト

六

相
続
ノ
承
認
若
ク
ハ
放
棄
又
ハ
遺
産
ノ
分
割
ヲ
為
ス
コ
ト

七

贈
与
若
ク
ハ
遺
贈
ヲ
拒
絶
シ
又
ハ
負
担
付
ノ
贈
与
若
ク
ハ
遺
贈
ヲ
受
諾
ス
ル
コ
ト

八

新
築
、
改
築
、
増
築
又
ハ
大
修
繕
ヲ
為
ス
コ
ト

九

第
六
百
二
条
ニ
定
メ
タ
ル
期
間
ヲ
超
ユ
ル
賃
貸
借
ヲ
為
ス
コ
ト

②
〜
④

（
略
）

第
百
四
十
七
条

時
効
ハ
左
ノ
事
由
ニ
因
リ
テ
中
断
ス

一

請
求

二

差
押
、
仮
差
押
又
ハ
仮
処
分

三

承
認

五

破
産
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
一
号
）
（
抄
）

第
三
百
六
十
六
条
ノ
二
十
一

破
産
者
ハ
左
ノ
場
合
ニ
於
テ
ハ
復
権
ス

一

免
責
ノ
決
定
ガ
確
定
シ
タ
ル
ト
キ

二

強
制
和
議
認
可
ノ
決
定
ガ
確
定
シ
タ
ル
ト
キ

三

第
三
百
四
十
七
条
ノ
規
定
ニ
依
ル
申
立
ニ
基
ク
破
産
廃
止
ノ
決
定
ガ
確
定
シ
タ
ル
ト
キ

四

再
生
計
画
認
可
ノ
決
定
ガ
確
定
シ
タ
ル
ト
キ

五

破
産
者
ガ
破
産
宣
告
後
詐
欺
破
産
ノ
罪
ニ
付
有
罪
ノ
確
定
判
決
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
ナ
ク
シ
テ
十
年
ヲ
経
過
シ
タ
ル
ト
キ

②

免
責
取
消
、
強
制
和
議
取
消
又
ハ
再
生
計
画
取
消
ノ
決
定
ガ
確
定
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
前
項
第
一
号
、
第
二
号
又
ハ
第
四
号

ノ
規
定
ニ
依
ル
復
権
ハ
将
来
ニ
向
テ
其
ノ
効
力
ヲ
失
フ
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第
三
百
六
十
七
条

前
条
ノ
規
定
ニ
依
リ
復
権
ヲ
得
ザ
ル
破
産
者
ガ
弁
済
其
ノ
他
ノ
方
法
ニ
因
リ
破
産
債
権
者
ニ
対
ス
ル
債

務
ノ
全
部
ニ
付
其
ノ
責
任
ヲ
免
レ
タ
ル
ト
キ
ハ
破
産
裁
判
所
ハ
破
産
者
ノ
申
立
ニ
因
リ
復
権
ノ
決
定
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
要
ス

②

（
略
）

六

破
産
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
七
十
五
号
）
（
抄
）

（
復
権
）

第
二
百
五
十
五
条

破
産
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
由
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
復
権
す
る
。
次
条
第
一
項
の
復

権
の
決
定
が
確
定
し
た
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

一

免
責
許
可
の
決
定
が
確
定
し
た
と
き
。

二

第
二
百
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
破
産
手
続
廃
止
の
決
定
が
確
定
し
た
と
き
。

三

再
生
計
画
認
可
の
決
定
が
確
定
し
た
と
き
。

四

破
産
者
が
、
破
産
手
続
開
始
の
決
定
後
、
第
二
百
六
十
五
条
の
罪
に
つ
い
て
有
罪
の
確
定
判
決
を
受
け
る
こ
と
な
く

十
年
を
経
過
し
た
と
き
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
復
権
の
効
果
は
、
人
の
資
格
に
関
す
る
法
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

３

免
責
取
消
し
の
決
定
又
は
再
生
計
画
取
消
し
の
決
定
が
確
定
し
た
と
き
は
、
第
一
項
第
一
号
又
は
第
三
号
の
規
定
に
よ

る
復
権
は
、
将
来
に
向
か
っ
て
そ
の
効
力
を
失
う
。

（
復
権
の
決
定
）

第
二
百
五
十
六
条

破
産
者
が
弁
済
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
破
産
債
権
者
に
対
す
る
債
務
の
全
部
に
つ
い
て
そ
の
責
任
を
免

れ
た
と
き
は
、
破
産
裁
判
所
は
、
破
産
者
の
申
立
て
に
よ
り
、
復
権
の
決
定
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
〜
６

（
略
）

七

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
七
号
）
（
抄
）
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（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一
〜
五

（
略
）

六

暴
力
団
員

暴
力
団
の
構
成
員
を
い
う
。

七
・
八

（
略
）

八

行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
（
抄
）

（
審
理
の
方
式
）

第
二
十
五
条

審
査
請
求
の
審
理
は
、
書
面
に
よ
る
。
た
だ
し
、
審
査
請
求
人
又
は
参
加
人
の
申
立
て
が
あ
つ
た
と
き
は
、

審
査
庁
は
、
申
立
人
に
口
頭
で
意
見
を
述
べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

（
略
）

（
審
査
請
求
に
関
す
る
規
定
の
準
用
）

第
四
十
八
条

前
節
（
第
十
四
条
第
一
項
本
文
、
第
十
五
条
第
三
項
、
第
十
七
条
、
第
十
八
条
、
第
二
十
条
、
第
二
十
二
条

、
第
二
十
三
条
、
第
三
十
三
条
、
第
三
十
四
条
第
三
項
、
第
四
十
条
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
、
第
四
十
一
条
第
二
項
及

び
第
四
十
三
条
を
除
く
。
）
の
規
定
は
、
処
分
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
に
準
用
す
る
。

九

民
事
訴
訟
法
（
平
成
八
年
法
律
第
百
九
号
）
（
抄
）

（
時
効
中
断
等
の
効
力
発
生
の
時
期
）

第
百
四
十
七
条

時
効
の
中
断
又
は
法
律
上
の
期
間
の
遵
守
の
た
め
に
必
要
な
裁
判
上
の
請
求
は
、
訴
え
を
提
起
し
た
時
又

は
第
百
四
十
三
条
第
二
項
（
第
百
四
十
四
条
第
三
項
及
び
第
百
四
十
五
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
書
面
を
裁
判
所
に
提
出
し
た
時
に
、
そ
の
効
力
を
生
ず
る
。



- 8 -

十

民
事
調
停
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
二
号
）
（
抄
）

（
地
代
借
賃
増
減
請
求
事
件
の
調
停
の
前
置
）

第
二
十
四
条
の
二

借
地
借
家
法
（
平
成
三
年
法
律
第
九
十
号
）
第
十
一
条
の
地
代
若
し
く
は
土
地
の
借
賃
の
額
の
増
減
の

請
求
又
は
同
法
第
三
十
二
条
の
建
物
の
借
賃
の
額
の
増
減
の
請
求
に
関
す
る
事
件
に
つ
い
て
訴
え
を
提
起
し
よ
う
と
す
る

者
は
、
ま
ず
調
停
の
申
立
て
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
事
件
に
つ
い
て
調
停
の
申
立
て
を
す
る
こ
と
な
く
訴
え
を
提
起
し
た
場
合
に
は
、
受
訴
裁
判
所
は
、
そ
の
事
件

を
調
停
に
付
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
受
訴
裁
判
所
が
事
件
を
調
停
に
付
す
る
こ
と
を
適
当
で
な
い
と
認
め
る

と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

十
一

家
事
審
判
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
五
十
二
号
）
（
抄
）

第
十
七
条

家
庭
裁
判
所
は
、
人
事
に
関
す
る
訴
訟
事
件
そ
の
他
一
般
に
家
庭
に
関
す
る
事
件
に
つ
い
て
調
停
を
行
う
。
但

し
、
第
九
条
第
一
項
甲
類
に
規
定
す
る
審
判
事
件
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
十
八
条

前
条
の
規
定
に
よ
り
調
停
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
事
件
に
つ
い
て
訴
を
提
起
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
ま
ず
家
庭

裁
判
所
に
調
停
の
申
立
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②

前
項
の
事
件
に
つ
い
て
調
停
の
申
立
を
す
る
こ
と
な
く
訴
を
提
起
し
た
場
合
に
は
、
裁
判
所
は
、
そ
の
事
件
を
家
庭
裁

判
所
の
調
停
に
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
但
し
、
裁
判
所
が
事
件
を
調
停
に
付
す
る
こ
と
を
適
当
で
な
い
と
認
め
る
と

き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
二
十
三
条

婚
姻
又
は
養
子
縁
組
の
無
効
又
は
取
消
し
に
関
す
る
事
件
の
調
停
委
員
会
の
調
停
に
お
い
て
、
当
事
者
間
に

合
意
が
成
立
し
無
効
又
は
取
消
し
の
原
因
の
有
無
に
つ
い
て
争
い
が
な
い
場
合
に
は
、
家
庭
裁
判
所
は
、
必
要
な
事
実
を

調
査
し
た
上
、
当
該
調
停
委
員
会
を
組
織
す
る
家
事
調
停
委
員
の
意
見
を
聴
き
、
正
当
と
認
め
る
と
き
は
、
婚
姻
又
は
縁

組
の
無
効
又
は
取
消
し
に
関
し
、
当
該
合
意
に
相
当
す
る
審
判
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

②

前
項
の
規
定
は
、
協
議
上
の
離
婚
若
し
く
は
離
縁
の
無
効
若
し
く
は
取
消
、
認
知
、
認
知
の
無
効
若
し
く
は
取
消
、
民
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法
第
七
百
七
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
父
を
定
め
る
こ
と
、
嫡
出
子
の
否
認
又
は
身
分
関
係
の
存
否
の
確
定
に
関
す
る
事
件

の
調
停
委
員
会
の
調
停
に
こ
れ
を
準
用
す
る
。


